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「勝ちに不思議の勝ちあり，負けに不思議の負けなし」…負ける時

は，負けにつながる理由や要因が必ずあるものだ。しかし，勝つ時には，どうして勝った

のかわからないような不思議な勝ちもある…。元楽天イーグルス監督の野村克也監督が残

した言葉です。（正確には孫子の兵法書の内容を引用したもので，江戸時代の大名松浦静

山の言葉だそうですが…。） 

 先日，３年生にとっての「最後の中巨摩総体」が行われました。しかも来年度か

ら中巨摩総体自体もなくなる方向性ですので，文字通りの「最後の中巨摩総体」となりま

した。各部の結果を見てみると，やや残念な結果になってしまった部が多いようです。も

ちろん女子卓球部のように見事に優勝旗を持ち帰った部もありますが，多くの部で少し悔

しい思いが残ったのではないでしょうか。 

 今回の結果で，県総体への出場権を失い，部活動に 

「ひと区切り」をつけることになってしまった仲間も 

いますが，多くの部ではまだ県総体が残っています。 

県総体まで約一ヶ月…。最後の意地と執念をこの一ヶ 

月で見せてください。そして，先日の悔しさを取り返 

すような「大活躍」を県大会の場で披露し 

てきてください。 

 負けに不思議の負けはありません。どこかに必ず原 

因があったはずです。それをいかに謙虚に受け止め， 

原因を分析し，反省し，対策を練るか…。この一ヶ月， 

緑学年の３年生が試されているのだと思います。頑張 

れ押原中 3年生！部活動に取り組んだ３年 

間の思いを，最後の最後で 

「大爆発」させてください。 
期待しています。 

 



 

 今月（６月）に入り，私と日野原副主任は毎日のように出張に出かけています。出張先

は県内の各高校。そうです。県内の各高校が行う「教職員対象の学校説明会」に毎日のよ

うに足を運んでいます。今回の入試をどういう形で進めるのか？どんな生徒をどんな条件

で募集するのか？各高校の計画は着々と進行しています。 

 そんな中，みなさんの入試に向けた準備はどうでしょうか？「本気になるのは部活動が

終わって，若麦祭が終わって…。そこからでしょ！」なんて思っている人いませんか？あ

なたの知らないところで，世の中は着々と先に進んでいますよ。 

６月後半から夏休みにかけては，各校の「学校説明会」や「オープンスクール」のピー

クを迎えますが，申し込みは指示した手順通りしっかりとできていますか。いまだに自分

が進むべき方向性が定まっていない人はいませんか。 

私たちは受験生です。誰がなんと言おうとその現実は変わりません。だとすれば，早く

受験生としての行動を意識すべきですよね。いまだに授業や課題を軽視している人，説明

会の申込期日が守れない人，朝の遅刻を重ねている人…。ごく一部ではありますがいます

よね。もう少し自分の「人生」「将来」を真剣に考えましょう。今後の人生を大きく左右

する「勝負の時」はすでにはじまっているのだから…。 

７月の予定 

日 月 火 水 木 金 土 

    

 

  １  

２ ３ 

職員会議 

1年人権福祉 

講話 

４ 

集金日① 

到達度検査 

縦割りブロ 

ック集会 

５ 

集金日② 

教科別 

 研究会 

ＳＣ勤務日 

６ 

集金日③ 

甲府昭和高 

出前授業 

７ 

漢字検定 

ＳＣ勤務日 

８ 

数学検定 

家庭学習振 

り返りの日  

９ １０ 

きずなの日 

3年人権教室 

１１ 

   

１２ 

ＳＣ勤務日 

１３ 

三者懇談①  

１４ 

三者懇談② 

ＳＣ勤務日 

１５  

１６ 

 

１７ 

海の日 

 

 

１８ 

三者懇談③ 

薬物等依存 

防止集会 

家庭学習振 

り返りの日 

１９ 

三者懇談④ 

ＳＣ勤務日 

２０ 

給食終了 

２１ 

1学期終業式 

地区別集会 

２２ 

 

２３ 

 

２４ 

夏季休業 

～８／２４ 

２５ 

県総体 

～７／３１ 

２６ 

 

２７ ２８ 

家庭学習振 

り返りの日 

２９ 

３０ ３１      



 


